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湖海の榔振動存立僚件とl¥Ierian週期の補正
prtan αal +tanpq<xal =0 ・・………一...…...・H ・-…-…………・(7)
2.週期方程式の根
方程式(7)





















F(e)=prtan6十tantqO………...・H ・-・・…...・H ・...・.-(9) 
とする。
( 1 ) 去に最も近き根から始めんに，
1/'lt _π ノ _ n十1π ，2-j 一一一- 一=ーγ----;1.tq 2 2pq' j>q 2' 2pq 
(3)， (4) 前出(1)。
( 1:>1 ) 
湖海の磨振動存立候件と Merian週期の補正
であるから， 4 く工くと土L で且つ F(~.)>O， F( 12:-1パく0である。 4たってpq'2'pq'、¥pq )./v，一 ¥ pq ") 
f Jrrt Jl十1 ¥ し一一，ー一一πlの聞に根が存在する。
¥倒的 1 
その根を自=五十y とすれば， 6=三一(ム-viであってム-1' (ri小である。企空 ‘乙 ¥ 2p空 .' J ~ ，_. ~ ~， 2pq 
依って
tan 6 = tan( _!l1'_ムvi=colL，-vi::;-. 1 tl= lll-一一一十V1 Otl-'-  1;-ーァー一一一一




4U J日r/ 2p"qr 
と書ける。従って pqy=zとすれば上の式は
(_ f ¥ otz=→ γ:::-lz一寸).........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(10)






今その根を ηπ とすれば，方程式 (7)の根の内号に最も近接せる根は
町1=JEー+~.・…... . ..………・・・…・・・・・・一….....…-…..… (11)pq pq 
である。
三角方程式(10)の根に闘し，第2闘を参照して次の事柄が知られる。即ち
(i) 0<1く1のときは η一矢0，向のときは η=t，1く/く2のときは ηLt<0
である。而して向1附近では |ηーす|が甚小である。
(ii) tqが奥へられた場合には，prが!j、たるほど即ちJーが大なるほど |ηー引は小
p'qr I ~ I 
である。
(2)ヰ Lπ に最も近接する担:一日十， 駅近接する枇就いても同様
2111-1 であるが，一般に一一一一π に最も近接せる根を考へて其の代表論とする。
A 
2(s-l) 一一一一一く/く一一三土ーなるときは2m-l 'oJ' 2m-l 





ままに s=l， 2， 3，一-・…・，2mー1.




t'qr ¥ 2 / 
が得られる。悲K 0く/s<2， s=l， 2， 3，………， 2m-l 
故に此等の三角方程式は式(10)と金く同様にして，その根は何れも(0，π)の範圏内にある。
その根を v とすれば方程式(7)の根の中2竺二Lπ に最も近接せる根は戎の如く輿へ
2 
られる J
間電 (2mー 1)11ート(s-l)πa η π 





(i) 0くんく1のときは ηs-iL〉o，ん=1のときは η=lk-，1くfsく2 のときは・2/'V' .I~- . "-' '- c ，- -1& 2 
%一千く0である。一般にん=1I3Pip 1=女王LO=I，2，3， 2mー 1)なるとき
~.=土全二Lで初、叉/が金二Lの5lîき値をとるときは I.~.-.~iは甚小である Q2 2111-1 ・ 2m-l ，~-，~.-- --_.-I • :ll 
(ii) (1)の場合と同様である。
(II) pqξ1なる場合





¥ pq /2 
-pr叫竹ot(e;一pqy)=O
が得られる。弦に yは小であるから tany勾ノである。叉 tamf三 N とすれば
y2 +丘竺1ァー乙=0 ・ ・・・ ・ …・ ・(12a)pqJV' q 
たる二次方程式カt得られる。との方程式の正根は
1'=工企仕上1{1十μ 包1ニドー I ・ ・(附2 pqN U" . (j'~ Ij J 卜 1 )ヨJ . J 
更に互のであるならば(p2qr+り
μλ7 
e 勺杭了 …・・・ー ・ ・・ (13'(1)
(b) pq>1なるとき ;-tq三 1+ε とすれば， 0くεく1にして εは小である。との場合
には pqo>o であるから，三角方程式 (7')の根の内王に最も近き根は(~， ~)の聞に2' -~ ~-- '~"-\ tq2' 2 ) 
存在するととが知られる J 従って求むる根は 0=ごと-y(1'>0)でなくてはならぬ。而し2 
て 0くyく[1一一!_i_:_で、ある3
¥ tq I五
l'が小で、あるから tan_l今l'とい tanfE三 N とすれば (a)の場合と同様に





2 pqλT L( • p"qr+ 1) -J 
更に 4-l主乙τ~1 でるる怒らば(p2qr十1)
・.-'- prlv -…ピ13的τ p2qr十1
三九三π，Zπ，・ 等に近き根に就いても同様であるC2 1 ~ ， ;2 
3. Merian週期の補正
三角方程式(7')の与に泣き根を一般に王土y=三(1土z)とすれば2' .--.-. - .-- 2 -_ 2 
叩 1=号(1土の
であるから，小湖海に於ける振動の週期は
寸デ1士Z〕-1=念 (1平 1~z )...........'..(14) 
である。それ故に基本振動の Merian週期に劃する補正率 Cは，




( 1 ) の場合の根は式(11)にて奥へられる如く
C記 ‘一_ 1m 斗ー ηπ 
({‘ 一一一一ーー ーー「ーー 一ー一pq pq 
であるから，小湖海の振動の週期は
4at j;q 4al r. ， 1-2η1 
=一--・一一一一ーヰーァ-~ I 1十一一一ート...・H ・'"………・(14.1) 






(i) 0く1<1たるときは， /-2'~くO であるから小湖海の振動は Merian 週期より短く，
(125 ) 
湖海の棚摂動存立像件と遡期の補正
1<1く2たるときは (-2'1>0であるから Merian週期より長い。叉1/-2'11は /=1附
近で甚小であるから，補正率も亦甚小であるC





此の場合に於ては，小湖海での基本週期 T及び其の Merian公式に射する補正率 Cは
夫k次の如くでるるC
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( 5) T. Nornitsu: Sl1rface l'luctl叫 ionof Lake Biwa caused by the Muroto Typhoon， Mem. 















h2=(i)算術平均29.7m， (ii)逆自乗平均23.5m， (ii)調和平均 18.1m. 
~主主って居る。
ヲえに此の場合に於ける前記の週期補正率を定めて見ょう。上のデータからM の値は(i)
1.023， (臼)1.150， (ii) 1.303となるから， Merian週期の補正率は式(13'b)及び、 (15.II)よ
り計算される。非修正週期を 3.78時として，計算の結果は弐表の通りに主主る。
(i) (i) (ii) 
Merian 趨期に針する補正率 -0.4% -2% -4.5% 
n摩 骨 時 # 時 骨






(6) 高橋達敏， /.骨川忠夫:琵琶湖南部の静振に就て;海と空第四巻(昭和13年)， 256頁O
(7 ) 前出(5)。
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